
科瞳「盟際社会j

~麗際的課野を持った生誌の青成を麗指して~

外留語科工藤泰三・国語科塗由佳枝

筑波大学附属坂戸高等学校では、平成 23年度入学生から教育課程を改め、設{置科目の見直しゃ科目の新設

を行った。本論では新たに設置された科目の]つで、ある学校設定科目「国際社会Jの初年度の実践を通し、

その活動内容および受講生の変容についてまとめるとともに、次年度以降における科 18実施内容の充笑に向

けた課題を明らかにしたい。

キーワード:教科「国|祭J 国際社会 国際的視野 持続発展教育 (ESD) 教科|渇連携

1. 本科呂設置の背景

筑波大学~付属坂戸高等学{交(以下「料交J) では、これ

までのさまざまな取り組みを振り返りながら、総合今弓21-

高校における教育のあるべき姿を追求すべく、また平成

21年3月に告示された新しい学習指導要領に基づく教育

活動の実践に向けて113指導要領からの移行をスムーズに

行うために、各耕ヰ・科目の内容や単位数、時間部上の

配置などの見直し等を行い、平成23年度入学生より教育

課程を改定した。その中で、オ寸交で4つ設置されている

科毘群!の 1つで、ある人文社会・コミュニケーション科目

群の中に新たに設けられた学校設定科iヨ「国際社会Jは、

同科目群の「社会のあり方やコミュニケーションに関す

る基礎的・基本的な知識・技術を習得するとともに、社

会の持続可能な発展のために、グ、ローノヤレ社会~こおける

諸問題の解決に主体的に取り組む駒支を身につけるJと

いう自擦を達成するための核となる科目として、その科

毘群を選択した生徒は必ず履修ーしなければならない「科

邑若手指定科引に位置付けられている。

材交では筑波大学附属学校 13 つのiYlL制i~J&~2J のうち

の「国際教育拠点jの実現に向け、平成20年度に校内委

1料交における「科目群Jとは、 2年次以降の履修科!ヨを溜尺する

i擦に生徒が必、ずlつをi劉jミしなければならなし¥r科lヨの集まりJで

あり、本校では「生物資源・環朔司学Jr工学システム・情報科学j

f生活・人間科学Jr人文社会・コミュニケーションJの4科目群

を設置している。生徒l訴ヰ自選択の際にこの科毘群に含まれる科目

と、科目群によらなしい般遡尺科目とを組み合わせ、生徒1人 1人

が自分の時間1I¥=IJを作ってして。

2他の2つは「先導的教育地主Jr税市教育地点J。

員会である国際教育i1i進委員会を設ii立し、 i五11際教育に関

するさまざまな活動をお臨してきたこれまでも間際教

育は各籾斗・科 iヨなどのJ:ì靴工で取り組まれてきたが、 1~1~1

際的な諸問題を考えるとき、そのほとんどがさまざまな

分野の奇務之が関係しあって生じていることから、ある特

定の分野によるアプ。1コーチだけではその問題をきちんと

珪鳴卒・解決することは困難である。 国際的な視野を持ち

ながら持続可能な社会の構築に貢献で、きる人材を育成す

るために、学校現場においてもさまぎまな分野の知見を

関連付けながら、異なる教科・科目が手を結んで教育活

動にあたる必要'i''=i:が高まってし¥る。これを実現する手段

の1つとして、本校では哨求23年度入学生の教育i鋭呈か

ら学校設定初ヰ I[~I探J を設置し、その中に既存の教科

の枠の仁|コでは扱いにくかった学際的な教育内容を持つ

IDiscussion & DebateJ 、「比11波文化論J、1Global StudiesJ 

の各科目を II~際社会J とともに設けた。

「国際社会j はそれ自体が朝交設定科目であり、また

i可科目が属する教科 II~I捺J も斜交設定教科であること

から、科目の目標の設定、活動内容の計画、使用教材の

j有意など、あらゆることがーからのスタートで、あっ1~

この科目の設置の承認を校内で得る際には、特定の教員

に限らずできるだけ多くの教員に関わってほしいという

考えから、授業は異なる教科を担当する教員によるティ

ーム・ティーチング(廿)で、進めるものとして承認され

3本校のl:gll探教育活動の詳細iについては本紀要のpp.57-62を参

照のこと。
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たが、開講初年j変である平成24年度の授業計画を行うi祭

には、他の科目の内容との関連や面安などを見ながら、

特に科目の目標については担当者2名の間で入念に協議

を行った。

この後本論では、第2項においては今年度の「国際社

会jの科目実;]観視要、第3項においては生徒の感想やア

ンケートの回答を踏まえての授業内の各活動の振り返り、

第4項では本科呂によって得られた生徒の変容および今

後の熟題について述べる。

2. 本科目の概要

前述の通り料交の人文社会・コミュニケーション科目

群の科目群指定判目、すなわち科 I~l 群のコアとなる科目

として、まずオ寸01.1ヨの設置の目的を「グローノカレイ七が進

み、日本も外国との関係を無視して捉えられるものがほ

ぼ皆無となっている現代において、生徒には本科目を受'

i1与することにより、 iき留の;文化についての珪挽卒を深める

とともに、外国事情についての知識を広げ、現代におけ

る国|探的な課題について主体!均こ考察するための素地を

身につけることを期限付一る。また、異なる言語を言計一人々

のi喝のコミュニケーションではラ53苦が主に用し 1られてい

るとしづ現状に即し、授業を基本的に英語で進め、淘外

の人々とのコミュニケーションをするための左辺楚台liJJを

身につけることをねらうJと設定した。そして目標とし

ては(ア)日本文化および外国事情について積極的に知

り受容しようとする態度を持つことができる、(イ)現代

における国際的な課題について認識・考察することがで

きる、(ウ)調べたこと・考察したことを英語を用いて説

明・発表することができる、の3っとした。

人文社会・コミュニケーション科目群の選択者は必ず

しも予告古の使用に前向きな者ばかりではなく、商業科目

のi強尺者を中心に英語の学習や使用に対して否定的な者

も少なくない。そのような状況において授業で英語を使

用することについては迷いもあったが、前述の科 I~l ~i手 iヨ

襟を実現するために英語の使用は避けて通ることはでき

ないであろう(現代社会がそのような状況にあることの

是非についてはここでは論じなしすことから、また近年

多くの企業が TOEIC等の英語力のi:同禁を社員採用のi擦

に重視したり、社内公用語を英語ーと定めたりしている状

況において、経済や経営の分野でも今後ますます英語の

重要性が高まってくることが容易に想定できることから、

思い切って授業は基本的に予告吾で進めることとし、また

生徒のプレゼンテーションも英語を用いて行わせること

とした。

なお、授業における具体的な活動内容については文末

の{資料1]を参照されたい。

3. 授業の各活動を振り返って

今年度の最後の授業時に、受講生徒に2f-mのアンケ

ートに回答してもらった。アンケートAは5つの質問に

ついて言謎で回答するもの(言路、{資料2]参照)、ア

ンケートBは 15の質問に対し 14関は4件法で、 l問は

記述で回答するものである(無言己名、{資料3]参照)。

本項ではこれらのアンケートの回答内容を踏まえ、今年

度の授業で、行った各活動を振り返り、改善に向けての課

題を明らかにしたし 10

まずアンケートAの1で自分にとって最も有意義だ、っ

たと思う活動について開いたところ、それぞ、れの活動が

最も有意義だ、ったと答えた生徒の数は表 1の通りで、あっ

授業で、の活動 人数

来Iy間のスクラップ 12 

Looking at the worldワークシート 3 

日本文化プレゼンテーション

外国誠ベプレゼンテーション 6 

国際的課題フ。レゼンテーション 16 

表 1最も有意義だ、ったと思う活動

多くの生徒が、新聞のスクラッフ。および国際i約百弟題フ。

レゼンテーションが有意義で、あったと回答している。逆

に、ワークシートを用いた活動や日本文化ブ。レゼ、ンテー

ションについては強く意義を感じている生徒は少数であ

った。また、アンケート Bで、それぞれの活動が有意義で、

あったかどうかを4件法で開いたところ、表2のような

結果となった(最高点が4.0、最低点が1.0、活動名の前

の数字は質問項自番号)。

授業で、の活動 回答の平均

3-1新開のスクラップ 3.03 

3-2 Looking at the worldワークシート 2.74 

3-3 日本文化プレゼンテーション 2.90 

3-4外国調べプレゼンテーション 3.03 

3-5国際的熱題プレゼンテーション 3.13 

表2有意義だ、ったかどうかについての回答状況
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全体として概ね肯定的な回答ともいえるが、活動によ

っては有意義で、あると感じている度合いが低いものもあ

る。この点については次年度以降の授業を進める上で十

分考慮し、より高い満足度を生徒に与えられるように改

善してし 1かなければならないだろう。

次に、各活動について考察してみたい。

3.1. 新聞のスクラップ

国際的熱題や日本と外国との関係等について、教員が

与えるトヒ。ックだけでなく自ら情報を探して考えさせる

機会とするために、通年の熟j琶として期j包した。具体的

には専用のノートを準備し、見街きの片面に新聞やネッ

ト上から選んだ、ニュースや記事を貼り、もう片面に 200

字以上の考察を日本語で書かせて毎授業13寺に提出させた。

各今場丹末には提出した記事の lつについて、さらなる考

察や関連耳立夏の調査を課した。

アンケート Bによると、他の活動に比べて「とても有

意義 (4点)Jと fあまり意味がない G点)Jに評価が集

中する傾向が見られる。有意義な理由としては、「新聞を

読む習'1貰がついたJr国際問題に興味を持ったJr文章力

がついた」等があった。部題としては、回を追うごとに

提出率が低下したことがあげられる。他科iヨの宿題との

酪夏も-129で、はあるが、意味が見いだせずに提出しなか

った生徒もいたのではないか。アンケートの「マンネリ

化するJr毎羽は多すぎるJr知識不足で考察ができなか

ったので、部べる時間がほししリ等の記述をあわせて考え

ると、米提出者への対応や良いノートの~亨などの事後

指導の充実とともに、記事の選択に関しても機会を捉え

て指導する必要があった。マンネリ化や考察に困難を感

じるのは、新開の一部や国際面からのみ記事を探すため

であろう。特定の国の記事やその生徒にとって理解が難

しし¥記事の選択が続く場合は、主出Uブ方王茄邑蔀7や社会面カか瓦らも探

すように助言すべきで

生徒でで、も徐々 に間j題習意識、当事者意識をもって考察が書

けるようになってきており、継続させることが重要だと

言える。そのための手立てを検討したい。

3.2. プリント“Lookingat the World"を用いた活動

英文の記事を用いて包際的課題について知るとともに

その誌習について考察するために、英字新聞や斜岳志、イ

ンターネット上の記事などを利用して担当者がプリント

を作成した。当初は 10以上のプリントを作成する予定で

あったが、後述する各プレゼンテーションのための活動

に予定以上の時間をかけたため、結局は年間5枚のプリ

ントを作成・使用するに留まった。

プリントの基本的な構成は次の通りとした。具体例は

{資料.4]を参照されたい。

1. Brainst0l111ing:そのトヒ。ツクについて自分がどの

ような意識・知識を持っているかを確認する。

2. Reading:英文の記事を読み、香かれている内容

を読解することによりその言殿塁について知識を

深める。

3. Get something fi'om the text :その記事の内容を基に、

個人またはグ、ノレーフ。で、その課題について考察す

る。

また、この活動で、取り上げたトヒ。ックは次の5つで、あ

ったO

1 . Day in the Life: Afghanistan :アフカ、ニスタンの 12

歳の少年がどのような一引を:I.@ごしているかを

知り、自身の生活と比べながら、 r'l:q~;~な生活J

とは何かについて考える。

2. GI・eenTips :地:sR11;;UI変化を!訪ぐための 10J瓦 LI をjU~

み、自分たちの生活の仕方と地球協援化がどのよ

うに関連しているのかを考察した上で、各ク、、ルー

プ。で地球11iliJ暖化防止に向けた提言を{乍成する。

3. Livingwith Lions :ケニアのマサイ族とライオンと

の関わりについての文章を読み、ライオンが絶滅

したらどうなるかを考察した上で、ライオンとマ

サイ族の双方の暮らしを守るためにはどうした

らよし功￥を考える。

4. Standing Ovation for 叫ab札 /ωingSaudi Woman 

Athlete : 2012年ロンドンオリンピックにサウジア

ラビアから出場した初の女性陸上選手について

の記事を読み、性差と宗教、そして異文化との接

触について考える。

5. The Price of Porlく:豚肉の価絡の上昇についての記

事を読み、その原因について知るとともに、地球

上のさまざまな事象が関わりあって私たちの生

活に影響を与えていることについて意識を高め

る。

アンケートAの1での生徒の言己主回答を見ると、「新し

し 1言葉を覚えられたり、内容がわかったときには:也坊~

を感じることができたJr考察するときに他の人が自分と
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は違った視点を持っていることがわかり面白かったJI世

界で、起こっていることが日本にも閥系していることを学

んだ日初めて開く問題ばかりですごく勉強になったJI間

閤卒決について考えることができたJI日本であまり知ら

れていない問題について知ることができ、改めて世界の

ことに興味を持てたj など、国際的課題についての意識

の変容について述べている生徒が多かった。またアンケ

ートAの2で、この授業で、扱った話題の中で、最も興味・

関心を持ったものを挙げさせたところ、上記トヒ。ックの

うち 4.と5.を挙げた者がそれぞれ5名以上いた。この 2

つのトヒ。ツクに共通していることは「普段からなじみの

あることが、実は矢口らなかったことと結びついていると

いうことを知るJという点であり、このことは今後のト

ヒOック遡尺において重要なポイントとなるであろう。

なお、表2にもあるように、この活動は生徒に十分意

義を感じさせることができなかった。アンケートの3包主

回答からこの活動についての否定的な意見を拾い上げて

みると「英文が難ししリ「訳してくれないので草間初汚汁一

分」などの英語そのものについてのもの、そして「正解

がないのでそヤモヤしてしまうJIディスカッションやデ

イベートをもっとしっかりやった方がよかったと思うJ

といった授業の進め方についてのものがあったことから、

英文のレベルを生徒に合わせるか、よりよく理解できる

よう工夫を加えること、そしてそのトヒ。ツクについて十

分な考察を行うための時間を取ることの2つが改善点と

言えよう。

3.3. 日本文化プレゼンテーション

「兵文化理解はまず自分のもつ文化を理手)卒することか

ら」としづ意識に基づして、 ]学}~JJは各グループO~こ 13本

文化について何か iつテーマを決め、それについて手詰苦

でプレゼンテーションを行わせたo2年次は 12月にオー

ストラリア校外学習が予定されていたこともあり、日本

の文化を英語で説明できるということは異文化交流にお

いてとても役に立っと考えたのである。生徒たちは十二

支や百人一首、ひな祭り、おせ、ら料理などをテーマとし

て、 5月に 11B:1プレゼンテーションをし、質疑芯答やア

ド、パイスをもとに修正を1JI]えてi百!テーマで、 6月にもう i

1B:1プレゼンテーションを行ったo

ほぼ全員の生徒にとって英31tで、ブ。レゼンテーションを

するのは初めての経験で、あり、またプレゼンテーション

を行うこと自体にもあまり慣れていないこともあって、

ずし 1ぶん苦労していたようで、あるが、「日本文化を探り返

ることができて良かったJrパワポ(パワーポイントのフ

ァイノレ)の作り方がわかってよかったj といった肯定的

な意見が生徒から寄せられたQ アンケートA.B双方を

見ても否定的な言δさは見当たらず、また表2を見ても本

活動の意義をそれなりに感じてくれていることがわかる。

ただ、この活動の内容は同科目群内の週穴科目「こと

ばと文化J(国語科)と霊議するところがある(日本語を

使うか英語を使うかとし¥う大きな差はあるが)0 I国際社

会j選択者の約3分の2が「ことばと文化j も選択する

ことから、次年度以降はこの活動を省き、他の活動にも

っと多くの時間を当ててはどうかとし 1う意見も担当者間

では出ている。この点は今後の検討材1斗である。

3.4. 外国事情プレゼンテーション

3学期の国際的熱想フ。レゼ、ンテーションに向けての下

地づくりとして、外国について調べプレゼンテーション

を行う活動を 2:糊に設けた。生徒には「各グルーフ。1

つずつテーマとする国を選び、その国について調べた内

容を 10分組支のプレゼンテーションにまとめる(英語

使用、パワーポイント使用)。発表する内容にはその国の

基本情報(国名・位置・首都・人口・宗教・主要な産業

など)とともに、その国と日本との関係(貿易・毎1光な

ど)、文化的新数、その国が抱える社会問題などを含むこ

ととするJとしづ指示を与えた。

生徒が選んだ国にはスペイン・フランス・イタリア・

シンガポーノレなど日本でもなじみの深い国もあれば、ア

ンドラ公国・ツバノレ・ブータンなどなじみの薄い国もあ

り、プレゼンテーションはバラエティに富むものとなっ

た。なじみの深い国を選んだ、グ、ルーフ。の生徒は「調べれ

ば調べるほど知らなかったことが出てきて、一層興味を

持ったJrそのI~Hこ関するいろいろな分野の情報を誠べる

ことで、そのI~に対寸一る理解が一層深まったj など、な

じみの薄い国を選んだ生徒は「インターネットや詣事な

どで調べても情報に乏しく、直接大使館にアポを取った

ことが貴重な経験となったJなどの宵定的意見を回答し

ている。

「外国のことを知りたしリというのは多くの生徒が持

つごく普通の欲求であると思うが、「どんな料理がある

かJrどんな服を着ているかjなどの表面的なことだけで

なく、「その国と日本はどのような関わりを持っている

かJIその国はどのような問題を抱えているかJというと

ころまで調べさせることにより、より深く外国事情を理

解するきっかけを生徒たちに与えられたのではなし 1かと

思う。アンケートの回答を見ても、この活動に否定的な

回答はわずかで、あった。

内
ノ
ム
]

0
0
 



3.5. 盟際的課題フレゼンテーション

本科目の学習の 1年間の集大成として、国際的な諒摺

についてプレゼンテーションを行う活動を3学期に設定

した。生徒には r2学期の各グループ。による発表の中で、

挙げられた各国の右会問題のうち、国際的視野に立って

考察すべき課題を取り上げ、多角的な考察を行うととも

に、英語を用いて自身の意見を述べるj ように指示をし

た。日本文化および外国事情のブ。レゼンテーションでは

生徒たちに自由にグ〉レーフ。を作らせたが、今回は異なる

メンバーとも上手にク、ルーフワークをする力を身につけ

てほしいということを考え、あらかじめ教員が2学期の

外国事J情プレゼンテーションを基に6つのテーマを決め、

生徒1人 1人に自分が興味を持つテーマを選ばせ、同じ

テーマを選んだ生徒を同じクゃルーフ。にするとしづ形式を

とった。 6つの設定テーマおよびそれぞれのテーマを選

んだ生徒の数は表3の通りとなり、 5人のところは 1グ

ループ、それ以外のところは2クοルーフ。を教員の指名に

よりイ乍ったO

選んだ
フーーマ

生徒の数 | 

Racial discrimination in Fr出1ce

(フランスの人種差別)
11 

Iρss of the nationalland in Thvalu 

(ツノミノレの国土喪失)
5 

Decrease of the crop in Bhutan 

(ブータンの農作物収穫量の減少)
O 

Water problem in Singapore 

(シンガポーノレの水問題)
5 

Lack of doctors and nurses in Derunark 

(デ、ンマークの医師・看護師不足)
8 

Drug problem in Me氾co

(メキシコの麻薬問題)
10 

表3国際的5照謹ブ。レゼンテーションのテーマ

生徒たちは2月上旬に一度発表を行い、全8グループ

の中から評価の高かった 4グルーフ。を選び、 2月下旬の

本|交の総合学手将汚E大会における授業公開において2回

目の発表を行わせた。選ばれなかったグ、ノレーフ。には自分

たちの発表内容をまとめたポスターを作成させ、授業公

開のときに掲示した。発表内容は原員IJとして次のような

4部構成とすることとした。

吋

『

1. Problem:原因や理由を含め その問題の概要を

説明する。

2. Solution:その問題を解決あるいは改善するため

の方法を提案する。

3. Expected outcome(s) : 2.の提案を~=rすることでど

のような効果・結果が期待できるかを述べる。

4. ChaI1enge(s) :その提案を実行する上で、その妨げと

なる問題、あるいは実行したとしても残りうる問

題について考察して述べる。

3学期は1・2学期と比べ;抑制も短く、また各穏許?司王

国際的課題プレゼンテーション

もあってJ忙しい中、生徒たちは;互し¥に協力しながら準備

を進め、どのグ、ルーフ。も 1学期のときよりも内容イ郊持

とも数段上のフ。レゼンテーションを行うことができた。

仲の良い者同士で、グノいーフ。を組ませるので、はなく、その

問題に興味を持っている生徒を集めてグループ。を作った

こと、男女比や普段の親密さなどでできるだけー偏りがな

し¥ようにグルーピングしたことが効を奏したことに加え、

これまで行ってきたプレゼンテーション活動での取り組

みがこのプレゼンテーションに生きていることを担当

者・生徒ともに感じることができた。表1・2からもわ

かる通り、この活動が有意義だったと感じている生徒は

多く、次年度以降もこの活動を本相官の「まとめの活動j

として位置づけていくべきであろう。

アンケートAの1からこの活動についてのコメントを

見てみると、「円1年問を通して学んだだ、ことを生かせたJrテ

一マが興興i味対床ミあることだ、つたので

!問問古習7題には様々な{側i員興則1型羽栴iリ叩日陥iJIi訪カがミあることを学ぶことがでで、きたJrあ
まり関わりのなかつた人とのi創動作業が良い経!験5験食となつ

たJrメンノ《一と何凌も議論論i し、その!匡国主雪!の j抱台える様々なI~間?習丹

題について考えることがでで、きたJμ「今までで、で一番時間を費

やしたプレゼンとなったが、プレゼンまでの過程がとて
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も勉強になったJr国際問題が多くのこととつながりを持

っていることを再干誰認できたJr日本が本当に恵まれてい

る医院、と感じたJr (自分たちが扱った)問題が予想以上

に根深いことを知ったJrさまざまな人の立場からその問

題を考えることができたJr今まで国際関係のニュースを

見て『大変だ、なあ』としか思っていなかったことも、こ

のプレゼンをやることでその問題について深く考えよう

とするようになったJ情卒決策を考え、そこからまた起こ

る問題まで考えるというのはすごく勉強になったJrフOレ

ゼンのやり方も定着し、また時間をかけて仲間と協力し

てヰ的請できたJr休み時間や7焔果後に情報交換をしたり図

書館に行ったりすることができたj など、非常に多くの

肯定的意見があった。

その一方で、特に商業系科目の授業をi盟尺している生

徒からは「この授業と部業の授業と両立するのは難ししリ

「商業の授業も誌}誌が多いのに、この授業でも熟越が多

し¥と大変Jr授業時間内にプレゼンの当劫時をする時間をし

っかり取ってほししリなど、?射器に対す一る負担lii~を示す

IEJ答があったことも忘れてはならないだろう。

3.6. ゲストスビーカーによる講演

機会があれば呉文化や外国事情に詳しい方を授業に招

き、生徒に講演をしていただきたいとしづ希望を開講当

初から抱いていたが、今年度(平j戎24年度)は2人の方

に講演をお顧し¥することができた。

1人iヨは本!交の4年次生(以下「生徒AJ)で、 IW/ej三の

夏からオランダに瑠学しており、今年j皮支の夏に帰国して

いた生徒で

，~苅;詩?初女焔印郁iぽ手寺?的カか瓦らやり]取孜りをしており、 その仁iごiで 「帰国したら

私の授業でオランダの話をしてよ(英語でね)Jという告

を伝えてあったため、帰国後改めて依頼したところ快諾

してくれた。 オラン夕ダダ、ο、というi国盟も i臼ヨ本人にとつては「限矢知知!日] 

つているようでで、よく矢知1:口]らないi国豆冨1Jで

食べ4彬物|持防手吻jのこと、言語のこと、その他いろいろなことにつ

いて万お吾で話をしてくれた。生徒からは「生活習'I1Etーや授

業スタイノレの違いがよくわかったJr日本であまり学ばれ

ていないことを学びたいと思ったJr海外の生の情報を与

えてくれたことは貴重だ、と思ったj などの感想が苓せら

れた。平成25年3丹現在、料交には海外留学中の生徒が

4名(アメリカ!名、インド、ネシア 2名、ニュージーラ

ンド 1・名)いるので、それらの生徒が海外で知った・学

んだことを他の生徒とj吋才する良し市覧会として本科目が

これからも1幾能していくとよいのではないかと考えてい

る。

生徒Aのオランダ紹介

2人目はヌ阿交生徒の保護者であり、 NPO法人ハヤト代

表理事を務める松村香氏である。ハヤトは新桓ウイグノレ

に住む人々に対する支援を行っている組織で、あり、松村

氏には~~T~重ウイク、ノレがどのようなところか、人々はど、ん

な暮らしをしているか、中I~~刻守あるいは漢民族とどの

ような関係にあるのか、そしてどのような問題が今起こ

っているのかなどを、ウイク、ルの人々の魅力を交えなが

ら紹介してくださった。この講演には多くの生徒が径高室

を受けたようで、アンケートAの2で「最も興味・関心

を持った話題j としてゆ荷量ウイグルの民族問題j を挙

げた生徒は 17名と最多で、あった。生徒のコメントにも

f経済が急J去に発展している裏でこのようなことが起こ

っていることに律障を覚えたJ九1ろんな意見を持ってい

る人がいて、自分との違いも見つけられたJ叶コ国政府に

よる弾圧が想像以上~こひと、 1ことに索令\たJ r人権が尊重

されないのはとても悲しいことだと感じたJr他の国々が

協力して間j歯'q字決にあたるべきだ、と思ったJr近隣国で起

こっていることに対し私たちが何をできるのかを考える

ことが必要だと感じたJr松村さんのように、大きな問題

でも少しずつ支援していくことが大事だ、と思ったJrこれ

からもウイグ、ルの記事やニュースには注目していきた

しリなど、強し 1印象を受けたことを示すものが多かった。

松村氏には可徒で、あればまた次年度以降も講演をお願い

し、 i持の医iでこんなことが起きているというf配撃的な事

実を生徒たちに伝えていただきたいと考えている。

これらの方々を授業に招いて講演をしていただくこと

の最も大きな意義は「実際に経験・保験したことをその

人自身が詰るj ことにあり、その経験や保験は授業担当

教員には持ち得ないものであるということである。実際

に、教員にとってもゲ、ストスビーカーの講演は非常に大

きな示唆を与えてくれるものであり、教員の研イ135会でも

ぜひ講演をお原品、したいほどである。いつもそのような
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機会に恵まれるとは限らないが、可能な限りさまざまな

経験を持つ多くの方々の話を聞く機会を生徒に提供した

し1と考える。

3.7. 高校生国際ESDシンポジウムへの参加

10 月下旬から 11月上旬にかけて本校ではこれまで交

流のあった4カ国5校生徒・教員を招待し「高校生国際

ESDシンポジウム@初ヨ&つくば 20l2Jを開催しだ。

そのサポートメンノミーとして参加してくれる生徒をオ呼ヰ

自の受講生から募ったところ、計 12名の生徒が応募して

くれた。この生徒たちは会場の設営、歓迎会の企画、文

化交流会の企画などに力を注いでくれるとともに、自身

たちも託手タトからの生徒との交流を深めた。参加した生徒

からは「海外の生徒が母!童話ではなし 1英語を使ってしっ

かりと発表しているのを見て、自分も頑張ろうと思ったJ

「他の思の人と接することがとても面白いことに気が付

いたJr自分たちが用意した交流会で海外の人たちに喜ん

でもらえてうれしかったJなどのJ静思が寄せられた。 I中

にはこの経験がきっかけとなり 3年次のヰ弓却前ヲEのテー

マを決めた者も数名おり、?イ砂トの人々との接ffJ1lが生徒た

ちの意識に与える影響が大きいことを示していると言え

よう。

文化交流でフィリピンの遊びを教わる

3.8. その他

上記以外にもいくつか本科目の活動として行ったこと

があるので、その概111各を紹介しておく。

「アジア1鉾人フ。ログラム 5におけるインドネシ

ア高校生との交流:同プログラムで来日したイン

ドネシア高校生を本科目の授業に招き、生徒との

4 このシンポジウムの概要については本紀要のpp.59を参照の

こと。

5 アジア隣人プログラムJの概要については本紀要のpp.58

を参照のこと。

交流を行った。ちょうどそのa寺に使用していたプ

リントがイスラム教に関する内容 (3-2で紹介し

たプリントの4"Stancling Ovation for狂ijab-Wearing 

Saudi Woman Athlete")で、あったので、実際にヒジ

ャブを着用する女子生徒と直に接するのはタイ

ムリーなことで、あった。時間があれば「イスラム

教の国の女性がスポーツをすることJについて問5

1交生f走で、デ、イスカッションをさぜ7る計?笛をして

いたが、それぞれの自己紹介と健協芯答で盛り上

がり、ディスカッションを行うことはで、きなかっ

た。

2. 夏休み明けの課題“What1 thought in s山11mer": 9月

の初IË]の授業で、 rlJ~j際的な視点カもJ[休み中に

j思ったこと・考えたことを持きなさしリという課

題を与えたところ、ちょうどロンドンオジンヒ。ツ

ク・パラリンピックが開催されていたので、その

ことについて持し\た生徒が多かったが、中には~{

済I'I:¥'J題ペPi11:I-lj7号越を挙げるもの、さらには「自分

のl豆1I~主的な話題のニュースや記事を見るけが変

わったように思うJなど自分の変符について述べ

る者もおり、この段階で少しずつ生徒にこの授業

の影響がけ-;始めたことを知ることができた。

3 定期考査:生徒がI~II際的課題に対してどのような

意識を持ちどのような考えを述べられるように

なったかを測るべく、本科目でも各学期末に定J坊

考査を行った。問題数は 3~4 間で、 21~丹は日本語

で、 1~21習は英語で論述回答する形式をとったO

解答に正解はなく、採点は暗号越に対し主体的に

考察できているかJr各事象の関わりを認識でき

てしもかjなどの観点を設けて行し¥弟姉俗に

ついては文法等の誤りはJ采点対象とはせ寸へ内容

阪で、評価を行ったO 採点の基準やブガ去などで生徒

から異論や不満が出ることはなかったが、 3-2で

述べた通り、正解がない(というより「正解が?照

数にあるJ) ことに対して違和感を覚える生徒が

数名いたようである。考査で教員が何を測ろうと

しているのかをより明確に生徒に伝えておく必

要があったかもしれない。

4. 本科邑による生徒の変容

現在、筑波大学附j高学校教育局プロジェクト研ヲ:'E40室

長:石r~畏手iJ紀教授)において国際教育活動による生徒の

変容を測定するための質問紙の開発を進めている。その
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予備調査として、開発途中の質問紙 (5件法、{資料5]

参照)を用いて、オ寸交の2年次生を対象に、平成 24年

12月に行われたオーストラリア校外学習の事前と事後

で生徒たちにどのような変容が切れたかを調査した。

その調査の結果から、学年全体の傾向と「国際社会J

野路一の傾!丙との差異を概観することに加え、生徒の興

味・関心が最も強く表れるであろう各生徒の卒業研究の

テーマを年次開比較すること、さらにアンケートAの3

「この授業を受講することで自分の中に生じた変化につ

いて述べなさしリへの回答針抑晃することにより、生徒

たちが「国際社会Jを受講することでどのように変容し

たのか考察してみたい。

4.1. 質問紙調査から

2年次生全体(キ弱!jlfO答 ]52、「国際社会J受講者を含

む)と「国際社会j受講者39名のそれぞれの回答を校外

学習の事前・事後で比較した際、後者の方が特に肯定回

答が増加した(全体と比べ増加の差が大きかった)のは

T記の各項目で、あった。なお、 o内の数字は前者が「国

際社会J受話者の、後者が2年次生全体の肯定回答平均

ポイントの増加を示し、 Rは逆転項目を示す(数値は肯

定回答と否定回答を逆転先到:したもの)。

@ 外国で起きたいくつかの歴史的事件について説明

できる(吟.371吟.15)

@ 世界にどのような宗教があるか知りたい

同 .351吋 .07)

@ 自分の考えを異なる人に対し自分の意見を言える

同.361十台.]6)

@ 他人の意見と 自 分 の 意 見 の 相 違 が わかる

(吋.321吋 .08)

• Rt!t界平和の維持に1*'心がない(吋.42/0.]5) 

@ 廃繋i勿による土壌.7]( .大気の汚染状況について矢口

りたい(吋.18/:五))

@ 海外経験を経て、日本にいる外国人に話しかけペコす

くなったか-u.23/:!:()) 

これを見ると、オーストラリア校外学習という]つの

きっかけから、 rl~際社!土会j の授業が生徒に対し歴史や宗

教、平和、環境などに高い関心を~1'つようにさせるとと

もに、自分とf白雪との相違を受容する態度を持つように

促し、生徒が外国人に対して持つ心理的フィルタを低減

する作用があると言えるかもしれない。

4.2. 卒業研究のテーマ設定から

本校で3年次に全員が行う卒業奇形Eは、そのテーマを

生徒自身が決定し研究を進めることから、生徒個々の興

味・関心が最も強く表れるものの 1っと言ってよいだろ

う。そのテーマの設定状況を平成23年度の人文社会・コ

ミュニケーション系列選択者である 3年次生と平成 24

年の「国際社会j選ヰ尺者(=人文社会・コミュニケーシ

ョン科目群選尺者、テーマは「プレ卒業研究jの段階の

もの)とを比較することによって、「国際社会Jとし¥う授

業がが生徒の興味・関心にどのような影響を与えている

かを推察してみたしへ

「国際社会jとかかわりが深い3つのキーワード、「外

国事情(日本との比較を含む)J r国際的課題Jf英語(ま

たは外国語)Jのそれぞ、れに関するテーマを選んで、いる生

徒の数は表4の通りで、あった。

¥ ¥¥¥  
日23 H24 

3年次 2年次

該当する生徒数 35 39 

タト包事情 3 6 

国際的訪堤夏 2 2 

英語または外国語 3 

表4 卒業研究テーマ設定の違い

母数が少なく一概には言えないが、外国に関すること

や外国語に対する関心が高まっていることが推測できる。

4.3. 生徒のアンケートへの記述回答から

「国!燃土会jの授業を受けたことによる自身の変容に

ついては、フ。レゼンテーション蹴T(話し方、スライド

の作り方など)の向上を挙げるものも多かったが、ここ

で、は生徒の姿勢・臨支、考え方などについての回答に絞

って取り上げてみたしL主な回答は次の通りで、あった(重

複あり)。

.ニュースや新聞などの国際関係の報道をよく見

るように(関心を持つように)なったj など:20 

名

.つながりを意識するようになったjなど(さまざ

まな事象のつながり、日本と世界のつながり、国家

6上凶変対象を平成24年度の3年次としなかったのは、その年次が

系列-科目群にとらわれないテーマ設定を許容しており、系列・科

目群で、の学び、をftlhにテーマ設定をするよう促している2つの年次

を上国交した方が妥当性が高いと i~ljl新したためである。
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間・民族関のつながりなどを含む): l7名

.，ある問題を考えるときに多面的な考えができる

ようになったJ など (21~問の問題で両国の立場で、

ある解決策に対してよい面と悪い函を、など): 5 

名

.生活のi中で外国や他の文化に関係のあることに

興味を持つようになったJなど :3名

.国際的な問題について家族や友人と話し合うよ

うになったJなど :3名

.よくわからないことを自主的に調べるようにな

ったjなど :2名

「つながりJへの意識については初回の授業でのオリ

エンテーションから最終回の授業に至るまで強調し続け

てきたことであり、その意図がある程度生徒にも伝わっ

ていると判断してよいだろう。報道に対する意識の向上

については、新開記事のスクラップ?品越が~7Jを奏してい

るのではなし¥かと封鎖リできる。ただし多くの報道記事に

接する際に重要なのは社七l~iJ l杓・多面的な iヨを持つことで

あり、そのためには「多面的な考えが..'Jや「よくわか

らないことを自主的に.• • Jといった回答をする生徒が今

後さらに多くなるように工夫を続けたい。

5. 今後の課題

親中国際Jの中核に位置づけられる本科目であるが、

1年間の実践を通していくつかの誌琶が浮かび、上がったO

その課題を次年度以降の本科目の改善・充実のためのポ

イントとして、まとめに代えて明確にしておきたい。

@ 科目の自的-[3標の明確化:3-2や 3-8で述べたよ

うに、本科目は「正解のない(正解が無限にある)J 

科目であり、知識を蓄積するための科目ではなく、

これから国際社会で、生きていくための姿勢や考察

能力を高めることをねらうものである。このことは

当然初回の授業でのオリエンテーションの際に説

明し、また機会あるごとに説明したものの、アンケ

ートの回答からはこのことをよく理解していない

と思われる生徒が数名いることが明らかlこなった。

評価方法を含めて、生徒たちにより効果的にこのこ

とを意識させる方法を今後検討してしく必要があ

るだろう。

@ 他の科巨との関連:3-3で記したように、本科目の

日本文化に関する活動と「ことばと文化jの活動と
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が富複する部分があるので¥多少の霊識はあったと

しても重被しすぎないように注意てする、あるいは日

本文化に関する活動を本科iきに取り入れるかどう

かについて検吉村『る必要があるだろう。また、 3-5

で述べたように、特:~こi高業系の科 jきを~封尺している

生徒の多くから「鼠題の負担が大きしリとしづ芦が

上がっていることから、オ場ヰ自の担当者と商業科の

先生方とが互いの授業でどの程度の課題を出して

いるのかなどをチェックしながら、課外での学習活

動の負担を調整していきたい。さらには、次年j支か

ら3年次でも国際科の科目が開請されることから、

2年次科目と 3年次科慢との接続についても今後

の検討が必要となる。

e 英語使用の比重:人文社会・コミュニケーション科

I~U1平の選択者はj主!詰・外出訟などの科自を 11~1心に選

択する通称「人文系j と呼ばれる生徒と、 i拘業科の

各科目を!こIJ心に選択する通称「向業系(ビジネス

系)Jと11子は!、れる生徒に分かれる。このうち、特に

商業系の生徒たちからは「もともと英語が若手(嫌

しすなのに、英話で授業を進められてもJ1Ji.Wi:で、きな

しリザ~t~.でベコらなくてもし 1し 1内特なのではなし\かJ

などの声が!?持かれた。 r!f1zI~JI~竹士会』は.9~:，Hiを使って

進めるJということが定着してしまえばこのことは

解消されるのかもしれないが、英語の使用について

は今後実践を重ねながら担当者間で検討していき

たい。

@ 教材の準備:3-2で紹介したプリントはすべて担当

者のオリジナルで

Naぬ1討∞iわO∞nalGeωograヨP刊h山lCなどのイン夕一ネツト上のササ-イ

トの文文-章、あるいは洋書の文章などから引用して作

成している。特定の教材を生徒に賊入させて使)~~す

ることも可能で、はあるが、これまでのところ英文で

書かれ、時事問題が柔!術:で、英文が比較的平易であ

る適切な教材が見つかっていなし¥。特にi時1時寺羽司事朝王司i間ミ古習l号?題に

ついて;はま羽%野矧庁正日ií砕't~1洋!平tさが霊要なポイントで

要と考えるi限浪りは特ニ定定，の秩1材、司オオ-を!賊!ぜ出f品荷jt二入"1使吏j用T有?するのは

英難{佐Iしいでで、あろう弘。 しかし、その者都i日:度教材材必を{竹7司7戎文して

し1てくことには、まさに r1週間前の(あるいは131::Iヨ

の)ニュースを教室で題材にで、きるJとし 1うる点も

ある。負担は大きし 1かもしれないが、タマイナミック

な授業の構築のためにはやむを得なし¥のかもしれ

ない。

@ 自主性の;函養:4-3で紹介したように、本科目で学

んだことや身につけた姿勢を実生活の中で、も応用



している生徒がいる。しかしその人数は(少なくと

も「そうしているjと回答した人数は)まだ少ない。

この人数を増やし、国際社会の中でいろいろな事否決

を主体的に考えられる生徒を多く育てていきたい。

@ 担当者の配置:現在のところ、本科自は外国語科教

員 l名とlil語科教員 1名のすすで担当することとし

ている(第 1項参照)が、外国語ー科以外の教員にと

っては英言吾使用が負担になるかもしれない。反面、

高校の教員であれば誰でも担当できる科自である

ことから、より広し¥範囲の先生方に担当していただ

きたいという考えも持っている。これから数年は新

科目の開発とし¥う側面から大きな担当者の変更は

避けるべきかもしれないが、ゆくゆくは本校の教員

ならだれでも担当できるような状況を作れるよう

に尽力していきたい。

〔参考値引用文献}

@ 石和ユ;美 (2012). r学佼設定科目『グローノミノレ、ンテ

ィズ、ンシッフ。 (GC)~ の成果と課題~生徒は授業か

ら何を学んだのか~J. 第 491ED全国産!際教育研:究大

会づ士科会4発表.主催:全国国際教育研究協議会.

@ コ二Jj事泰三ほか (2012).II可戎23年度国際教育者昌生委

員会活動報告 r:fiJiヲ訴己要j第49集 pp.53-60..筑波

大学附属坂戸高等学|交.
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[資料 1]平成 24年度「国際社会Jシラパス(生徒に配布したもの)

国際科 r!;Q際社会J(人文社会・コミュニケーション科目併 2年次指定科ド1) 

2012 (平成 24)年度シラパス

授業担当主 L:桜泰.-:.~ (外悶語科)・塗111校枝([Ttlr諮科)

1. 本科口の CIIYJ

本科目は、今年度より開設される学校;設定教科 r!;lt!際Jの i科tIであり、人文社会・コミュニケ

ーション科i司鮮の科目 11判肯定科目として設定11されている。グローパノレ化が進み、 1i本もタi、j潤との関

係を無視して捉えられるものがほぼ皆無となっている現代において、生徒には本科 11を受;梓寸るこ

とにより、自!]1の文化についての理解を深めるとともに、外出事情についての知識を広げ、現代に

おける国際的な課題について主体的に考察するための素地を身につけることを期持する。また、誌

なる言語を話す人々の!苅のコミュニケーションでは英語がいこm~ 、られているという現状に即し、

授業を基本的に英請で進め、海外の人々とのコミュニケーションをするための主基礎能}Jを身につけ

ることをねらう。

2. 本科目と他の科目との関連

3 本科目の I~I 探

2年改め他の必修・選択科 11

..../ 

〆

(ア)日本文化および外国事情について積極的に知り受容しようとする態度を持つことができる。

(イ)現代における国際的な課題について認識・考察することができるο

(ウ)調べたこと・Jfj'察したことを英語をf!1し、て説明・発表することができる。
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4. 主な授業内容

{通年}講義:外国事情または国際的問題について述べた英語の文章の読解を行いながら、外国事

情や国際的な問題の知識をj替やし、また国際問題を考察する上で‘有用なキーワードを学ぶ。

[ 1学期}日本文化のプレゼンテーション:べアまたはグループ。ワークにより、日本文化について

各ペア]つずつテーマを決め、そのテーマについて他の生徒にも理解できるレベルの英語を用し、て

10分程度のプレゼンテーション(パワーポイント使用)を行う。合わせて、発表Hキの質疑も考患に

入れ、発表した内容を小冊子にまとめる。

[ 2学期}タト隠事情のプレゼンテーション:ベアまたはグノレーフ。ワークにより、各クツレープ lつず

つテーマとする問を選び、その!習について調べたい!容を 10分程度のプレゼンテーションにまとめる

(英語使用、パワーポイント使月~)。発表する内容にはその llilの基本情報(国名・位置・首都・人 1] ・

宗教・主要な極楽など)とともに、その国と I~I 本との関係(貿易・観光などに文化的特徴、その留

が地える社会問題などを合むこととする。合わせて、発表11寺の質疑も考慮に入れ、発表した内容を

小IHr子にまとめる。

[ 3学WJ]国際的課題に対する考察 2学期の各クツレー7
0

による発表の中で挙げられた各国の社会

問題のうち、 IJ~際的視野に立って考察すべき課題を取り i二げ、多角的な考察を行うとともに、英J吾

をmいて自身の意見を述べる。

5. 1:な}言問題

{通年}①事~I苅記事(ネット上のものでも可)の切り抜き十考察:毎回の授業Il~f(こ、新聞記事のう

ち外国に関する記事を lつ切り抜いてノートに貼り、その記事について 200字以上の考察を書く。

②講義内容に応じた器具題:内容理解の磯認や意見の論述など。

[各学期}各学期の活動に応じた桜趨:調べ学官、プレゼンテーション準備、まとめの小1I1r子作成

など。

6. iW11I1i)]法

(ア)授業内の活動 (400!cJ):プレゼンテーション¥小111].子作成、議論への参加など

すプレゼンテーションlW，u日iには生徒による評価を含む

(イ)課題 (20%):講義課題、新聞切り抜きなど

(ウ)定期考査 (30%):講義内容に関する問題十日本語または英語による論述問題

(エ)~lz'，~;.A;z (10%)・出席状況、授業への参}j1J態度など

7. 準備するもの(ノートとファイノレはまとめて購入します)

・1ll記用兵

@ 英t誌の辞翠:(電子辞警でもよい、英和・和英は必須、英英辞典もあると便利)

@ ノート(新11¥，j切り抜きょ!'J)

@ ファイノレ (A4)

@ その{也必要なものは適宜桁示

8. その他

@ 授業での使用言訴は係員IJとして英語とする。個人的に質問する場合やクツレーフ。活動iゃなどはそ

の 11l~りではないが、可能な IlN り英認をm し 1 ることを勧める。

@ 課題提出については期限を齢守すること。公欠や長期入院など特別な場合を除き、期限を過ぎ
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て提出された課題は受け取らない。

9. 年!日]指導計Il1lj

Mon Day Lectures Activities 1l <:;~i， lts Notes ":::; .'"""'--_. 十 一 ー も ーヘ持て円 J可時日 制ド

13 Japanese culture Orientation 

4 20 Looking at the world 1 Preparation (Prep.) Reading newspapers 
ー ー

27 Prep. 

1 (Tue) Looking at the world 2 Prep 

11 Presentaiion 1・1
5 

Looki時 atthe wo耐 3 j 18 Presentation 1-2 多nnりNG

25 Presentation 1-3 90 min. 

一一一一一川 一一一
Midterm exam day 

8 Looking at the world 4 Prep. 

6 15 Presentation 2ぺ

22 Looking at the world 5 Presentation 2之 多II(ドJNG 

29 Presentation 2-3 

7 6 Term-final exam 

7 Looking at the world 6 Other countries 

14 Prep. 
9 

21 Looking at the world 7 Prep. 

28 Monday classes 

5 Presentation 1ぺ 多IJ的 NG

12 Looking at the world 8 Presentation 1-2 
10 

19 Presentation 1・3

26 Looking at the world 9 Prep 

2 Presentation 2-1 

9 Looking at the world 10 Presentation 2-2 

11 16 Presentation 2-3 

23 Labor Thanksgiving Day 

30 I Te州 inれ xam

7 1 Australia Tour 
12 

14 Looking at the world i 1 International affairs 

11 Prep 

18 1 Entrance exam (no class) 

25 Looking at the world 12 Prep 

Presentation 1ぺ

8 Looking at the world 13 Presentation 1・2
2 

多目的 NG15 Presentation 2-1 

21 (Thu) Presentation 2-2 / Open class (Conference) 

3 Last class 

-91-



{ 勝 設 、 N } 「 一 凶 一 凝 洋 ゆ 」 期 滞 刈 v V ¥ 守 i 一 ノ 〉

3.
二

J
)守

主
込

令
交

点
ナ

る
こ

と
で

分
fハ

t{
l
~二

't
ピ

~I'..
.吃
{
ヒ
;
二
円

L
、
て

~，
":

''
lι
ð
l

、

l15 
In
te
ma
ti
on
ai
 S

<l
ci
et
y 
2
0
1
2
 

L
a
s
t
 c
l
a
s
s
 w
o
r
k
s
h
e<

J
t

 

H
e
v
i
e
w
 w

h
a
1: 
w

e
 h
a
v暗

d
l
o
n
e
10
 t
h:
is
 
c
l
a
s
s
，
 

<
革
路
5
w
e
r
i
l1
g.
t.
h骨

q
u
e
s
t
i
o
l1
s.
 

1
 
二

r，q
~".

:
，!
で
fr

っ
た
♂
‘
!
!
ih
}
ド
ド
七
.

;'] 
jj

;
こ
と

r
，
て
ぷ
ら

f~
jよ
滋
だ
っ

fこ
と
な
う
液
ぬ
;
て
~
)
~
と
つ
け
、
そ
の
J
'
l

l品
iそ

併ラ
1:

~
 ¥、

i，~
jg

，r
，~

.i号
制
切

t&
:
.
!
次
!
鈎

・
L
o
o
k
i
n
g
at
 t
he
 w
or
ld

ツ
ー
ク
シ
ー
!
、
今
時
h

、た
i王子

b

iI 
{，:
 
ì
.
.
:
~
ヒ
プ
レ
ゼ
ン
γ
・
ン
?
ン
(

1
 ?f
t耳
}

‘
外

!
バ

ブ
レ

刊
;t
ン
デ
蜘

h
シ

ョ
ン

(
2

 'f
~~
寄り

川
氏

認
証

ブ
レ

勺
ン

ナ
ー

/
1
ン
(
:
古
学
続
!

・
そ

の
他

{

4
.
 

，:
，I

)J
:
.
(
で
や
ん
だ
こ
と
を
ニ
れ
か
ら

，l
)
α
分
別

r.f
~\

r{
ゃ
去
に
ど
の
ヒ
を
に
俊
治
川
上
ゐ
か
、
政
分
の
J
Z
:
:
;
.
t
さ
と
溶
4ζ

tc
さ

い

c.o
 

l'
V 

2
 
二
川
十
~
と
で
絞
ふ
駐

j.<
.fI

'P
で

Al
')
lC
た
が
般
も
燃

IJ~
ミ
・
関
心
を
作
っ
た

ιi
f)

~と
E
つ
ネ
;
1
'
.
そ
れ
も
こ
つ
い
て

(
j
)

n
 

j
.
:
J
)
)寺

え
ル
r;;

~ 
..I
c

さ
い

5.
こ，

J)
r~

'l
去
の
交
ぷ
1
1
(

1聖
書立

iこ
総
め
ろ

E
し
た
ら
ど
ん

l~
，
終
で
効
め
る
か
~

l~
 ~
な
さ
い

(
紛
め
た
ぐ

Jな
い

人
は

た

か
な
く
て

t
t
、}

C
~
a
s
s
 2

・
N
0

，
N
a
f
n
e
 

ヲ
を
符
ibl
l
J
と
む
‘
関
内
;
ニ
尽
き
き
れ

tょ
L
、
的
合

[t
終
的
iに

続
け

て
も

，
，

 、
(
そ
の
際
I
t
lfミ

H
t務

i}
li:

付
十

る
こ

と
)



{資料3]r国際社会J授業アンケート B

国際社会 2012

授業アンケート

今年度のこの授業をふりかえり、下記の露関に答えてください。今後の;受業計画・展開の参者にします。

Questions 
Evaluation (Circle one) 

¥h Cii t ~l ← 回参 .l'i(II主しない

包~記==-=-"""金~也記宅詞='雲南丘5邑ゐ耳吾首屯百完月吉宮 ==  

全体的に兄て、この授業はi当分にとって有意義だった。 4 3 2 

2-1 日本文化について積極的におlろうとする態I支を持つことができた U 4 3 2 

一 一
2-2 異文化について積版i切に知ろうとする態度ごを持つことができた。 4 3 2 

2-3. !]~r探ÉtJな問題について綴駆的に知ろうとする態度を待つことができたの 4 3 2 

2-4 国際的な問踏について磁極的に考察しようとする態度を持つことができ I 4 3 2 
fニ。

一一一----~-- 一、〆・一一一一叩E一、町一
2-5 調ノくたことや考えたことを英語を用いて積極的に発去する態1交をJ守つ=-I 4 3 2 
とができた。

3-1 毎jliiJの新聞切り抜き課題は白分にとって有意義であった。 4 3 2 

ー一一一中ー
与2. Looking at the world のプリントをf~とった活動は I'j 分にとって有ZJをであ

4 3 2 
った。

3-3. 1::1本文化のプレゼンテーションは自分にとって布;広義で、あったσ 4 3 2 

3-4. 外1m事情のプレゼンテーションは自分にとって有怠義で、あった。 4 3 2 

3-5. I~I際的課題のプレゼンテーションは自分にとって有意義ーであった。 4 3 2 

4】 1 この授業の内容は 3年次の学びにも役に Jょっと思う。 4 3 2 

4凶 2. この佼業の内容は卒業後の学びや生活(こも役にすーっと思う。 4 3 2 

4-3. 後輩にもこの授業をjき択することを納めたい。 4 3 2 

5 この授業を仮 !t)返り、感想・有意義あるいは無意味だと感じた点とその到なtl・米年度にiらjけての改

持}t?~などについて白下1:1 に;長いてください。(書ききれなければ袋立fIを使ってもよし、)

協力してくれてありがとう。
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